
約20万人が利用する 
純国産サービス
　日本ワムネットは、デジタルデータの
伝送や保管サービスを核としたネットワー
クサービスを提供している企業だ。同社
のデータ伝送サービスの中でも特に評価
が高いのが「GigaCC」だ。クラウド上
にデータを保管する「GigaCC ASP」と、
オンプレミスのサーバーにデータを保管
する「GigaCC OFFICE」をラインアップ
している。
　GigaCCは、ITRが発表した市場調査
レポート「ITR Market View：ファイル
共有・転送／コンテンツ管理市場2014」
内の2013年度オンラインファイル共有
市場／物理ストレージ型オンラインファ
イル共有市場において、ベンダー別売上
げ金額およびシェアで１位を獲得した業
界トップの純国産オンラインストレージ
サービスだ。2002年の発売以来、日本
国内で約20万人のビジネスパーソンが
利用している。
　企業でオンラインストレージサービス
を利用するメリットは大きい。例えば企
業間で大容量のデータをやり取りする場
合、メールで送り合うよりもオンライン
ストレージサービスを利用してデータの
共有を行った方がよい。メールは、デー

タの容量によっては相手に送れない場合
があるからだ。しかし、現在普及してい
る無料のオンラインストレージサービス
は、主にコンシューマー向けに提供され
ている場合が多い。そのため、各種機能
やセキュリティ性が、企業利用に適して
いないために、情報が誰でも閲覧可能な
状態でWebに公開されてしまう事故も
多数発生している。
　日本ワムネットのGigaCCは企業向け
に提供されているオンラインストレージ
で、機能やセキュリティが企業利用に適
したサービスだ。今回は、多くの企業に
採用されるGigaCCについて、その選ば
れる理由を２点に絞って紹介したい。

企業利用に適した 
機能を多数搭載
　1つ目の理由は、業務を効率化できる機

能が多数搭載されている点だ。GigaCC
の主な機能は以下の通り。メールを送る
感覚で大容量のデータを送信できる“ファ
イル送信”、ファイルサーバーを利用する
感覚で企業間のデータ共有を行える“ファ
イル共有”、オンライン上のノートを編集す
る感覚で意見交換ができる“共有ノート”
の３つだ。これらの機能を利用して、情
報共有を円滑に進められるのがGigaCC
の強みだ。GigaCCはWebブラウザー
を経由して利用するため、Windows PC
やMacからでもデータにアクセスできる。
　中でもファイル共有と共有ノートの機
能を活用すれば、業務効率の大幅な向
上が可能だ。ファイル共有は、前述した
ようにファイルサーバーを利用する感覚
でデータの共有ができる機能だ。ファイ
ル共有スペースにアップロードしたデー
タにアクセスできるユーザーは、そのデー
タに対してコメントをつけられる。例え

日本で実績No.1※ のオンラインストレージ
多くの企業が導入する理由とは

企業間や社内で情報共有を行う場合、最も利用される手段はメールだ。しかし、大容
量のデータを共有する場合は、オンラインストレージサービスを利用した方が円滑に情
報共有が行える。日本ワムネットは、多数の企業に採用されている企業向けオンライ
ンストレージサービス「GigaCC」を提供している。今回は、多くの企業に採用される
GigaCCの魅力を解説する。

日本ワムネット株式会社

■ファイル共有機能のイメージ

ID
ユーザー

ID
ユーザー

ゲスト
ユーザー

アップロード／ダウンロード
（アクセス制限・権限制限）

アップロード／ダウンロード
（アクセス制限・権限制限）

収集画面よりアップロード
（閲覧／ダウンロード不可）

SSL暗号化通信 SSL暗号化通信サーバー内暗号化
アーカイブ

履歴ログ管理

共有領域
アクセスコントロール

ワムネット
データセンター

※ 出所：ITR「ITR Market View：ファイル共有・転送／コンテンツ管理市場2014」
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ばカタログを制作するプロジェクトを進
めている場合、アップロードしたデータ
に対してどこが良かったのか、修正する
べきポイントはどこかなどを、アップロー
ドしたデータのコメントスペースに直接
書き込めるのだ。ドキュメントビューワー
が搭載されているため、データをダウン
ロードせずに確認でき、そのままコメン
トも行える。GigaCCの中で業務に必要
なコミュニケーションが完結できるため、
業務効率の向上を図れる。
　2つ目の理由は、企業の利用に適した
セキュリティ性を確保している点だ。企
業の情報をオンラインストレージ上に預け
る場合、情報漏洩が心配される。GigaCC
はSSL暗号化通信やサーバー内暗号化な
どによって、外部から不正にアクセスさ
れても、データを読み取れないようになっ
ている。しかし、オンラインストレージ
サービスを企業間にまたがるプロジェク
トなどで利用している場合、プロジェク
トに参加していない社員が共有データに
アクセスし、そのままデータを持ち出す
ことで情報漏洩してしまうケースも考え
られる。
　GigaCCではそのような事態を防ぐた
め、共有ファイルへのアクセス権を、ディ
レクトリ単位で設定できる。プロジェク
トに参加していない社員が共有データへ
アクセスすることを防げるのだ。また、
アクセス権のあるユーザーがデータを漏
洩させてしまう可能性もあるが、誰が、
いつ、どこからデータにアクセスしたの
かを追跡できる履歴ログ管理機能とアー
カイブ機能を搭載しているため、データ
が漏洩しても、漏洩したデータにアクセ
スした人物を特定できる。漏洩ルートを
迅速に割り出せるのだ。
　アクセス権を管理できるのがGigaCC
の利点であるが、それらすべての管理を
システム管理者が行おうとすると負担が
大きい。そこで、GigaCCは管理者を複
数の階層で設定できる方式を採用してい
る。社内のActiveDirectryとの同期や、

システム管理者から管理者権限の委譲、
社内業務で利用しているクラウドサービ
スとのシングルサインオンにも対応して
おり、管理負荷の軽減が可能だ。企業の
管理負担を減らしながら、高いセキュリティ
性を確保できるのが強みだ。

グローバルに展開する企業など 
業種や規模を問わず採用
　これら２点の導入メリットがあるため、
GigaCCの導入実績は非常に豊富だ。流
通・物流業や製造業など業種を問わず、
多くの企業で採用されている。特に、製
薬や創薬に関わる大容量データを扱う科
学・製薬業や海外プラント建設の重工業
業界、銀行、自動車メーカーにおいても
導入実績があることから、GigaCCのセ
キュリティに高い信頼性があるとわかる。
企業規模も大手からSMBまで幅広い。
提供形態がクラウドサービスだけでなく、
オンプレミスサーバーにソフトウェアをイ
ンストールするソフトウェア販売などから
選択が可能な点も、多くの企業に採用さ
れる理由といえる。新規にオンラインス
トレージサービスの導入を考えている企
業に対して、この豊富な導入実績を紹介

すれば説得力が増すため、採用につなげ
られるだろう。
　また、GigaCCは日本から中国・東南
アジア間の高速で安全なファイル共有を
実現できるアジアンゲートウェイを設置
している。中国や東南アジア地域のネッ
トワークインフラは不安定な場合があり、
国内でデータを共有するようにスムーズ
には行えない。しかし、中国や東南アジ
ア地域からGigaCC内の共有データにア
クセスする場合には、最寄りのGigaCC
ゲートウェイに接続することで、通信を
高速に行えるようになるのだ。そのため、
海外に支部を設けている企業や、取引先
が海外にある企業でも、迅速なデータ共
有を実現できる。また、利用者画面・通
知メールは日本語、英語、中国語に対応
しているため、現地の従業員が日本語を
使えなくても利用可能だ。グローバルに
事業を展開している企業に対しての提案
も行えるだろう。
　業種や企業規模を問わず、多くの企業
に採用されているGigaCC。今回紹介し
た採用理由や導入事例をもとに、積極的
にユーザー企業に提案を行い、商談獲得
につなげたい。

GigaCC ASP、GigaCC OFFICEに関するお問い合わせはダイワボウ情報システム株式会社の各支店まで
http://www.pc-daiwabo.co.jp/corporate/network.html

● 価格（税込）：19万2,240円〜（GigaCC ASP 1GB、1年間＋初期費用）
動作環境
対応OS：Windows 8/7/Vista/XP、Mac OSX 10.8/7/6/5/4、iOS 7.x/6（iOSデバイスは専用アプリを利用）
Web ブラウザー：Internet Explorer 11/10/9/8/7/6、Firefox、Chrome、Safari、Firefox、Chrome
アクセス回線：ADSL、Bフレッツなどのブロードバンドインターネット接続

「GigaCC ASP」「GigaCC OFFICE」

■ 意見共有が簡単に行える

サムネイルをクリックすると
ドキュメントビューワーで表示できる。

ファイルをダウンロードすることなく、内容を確認しながらコメントの入力が行える。


